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研究成果の概要（和文）：私たちは言語を理解する際、文や単語の意味内容をあたかも現実のものであるかのよ
うに心内で思い浮かべ、擬似経験している（メンタルシミュレーション）と考えられている。本研究では、言語
理解中のメンタルシミュレーションにおいてどのような視点が取得されやすいかが、自己主体感・認知的共感性
といった心的特性の個人差によって異なることを明らかにした。さらに、おおよそ小学校低学年の年齢帯にあた
る児童の視点取得の様式は、成人のものとは異なっていることも明らかになった。今後はこの知見を発展させ、
言語理解中のメンタルシミュレーションの発達過程の全体像を明らかにしたい。

研究成果の概要（英文）：Previous psycholinguistic studies have shown that, in comprehending 
language, readers and listeners mentally simulate the action event described in a sentence from a 
particular perspective, such as an agent or observer. This study explored whether and how 
inter-individual factors, such as developmental stage, native language, and relevant psychological 
traits, are associated with preferences for perspective adoption in language comprehension. The main
 contribution of this study is the revelation that individual differences in the sense of agency and
 cognitive empathy predict preferences in perspective adoption. Moreover, it was revealed that, 
unlike adults, children prefer an agent perspective to an observer perspective and are unlikely to 
use contextual information for perspective selection. A future direction is to clarify the 
developmental changes in perspective preferences and other aspects of mental simulation in language 
comprehension in detail.

研究分野：心理言語学、認知心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究においてとりわけ意義の大きかった成果としては、言語理解中のメンタルシミュレーションにおける視点
取得の選好性が、発達段階によって異なっていることを明らかにできたことを挙げたい。この成果から、視点取
得の様式は言語理解能力の発達と関連して変化している可能性を指摘することができ、今後本成果を発展させ言
語理解に際するメンタルシミュレーションの発達変化の全体像を明らかにできれば、これまでにない新たなアプ
ローチによる言語発達支援方法の開発につなげることができると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 我々は言語を理解する際、言語を単に記号として処理するだけで
なく、単語や文の意味内容をあたかも現実のものであるかのように
心内でシミュレートし、経験をしている（メンタルシミュレーショ
ン）という考えが支持されている。例えば、「太陽」という単語を見
る、あるいは聞くと、心内で現実の太陽が具体的にイメージされ、そ
れに伴いまるで現実の太陽を目にしたかのように瞳孔が顕著に収縮
することが確かめられている（Mathôt et al., 2017）。 
 言語理解に際して、どのような情報がどのようにシミュレートさ
れるのかに関しては、過去 20年程度の間に心理学的な実験手法によ
る実証的研究が数多く行われてきたが（レビューとして、Kaschak, 
2014; 望月, 2015）、そのなかに、行為事象などのシミュレートがど
のような視点から行われるのかを検討したものがある。例えば、
Brunyé et al. (2009) や Sato & Bergen (2013) は、「あなたは今りん
ごを切っているところです。」という文に対しては図 1a のように行
為者の視点から、「彼は今りんごを切っているところです。」という文
に対しては図 1bのように観察者の視点から、それぞれ「りんごを切る」という行為事象のメン
タルシミュレーションが行われることを、反応時間を用いた心理学的実験手法を用いて示して
いる。一方で、「今りんごを切っているところです。」のように主語が省略された文のメンタルシ
ミュレーションにおいては、行為者、観察者のような特定の視点の選好はみられないことが報告
されている（Sato & Bergen, 2013）。 
 本研究の着想にあたり着目したのは、上記のような言語理解中のメンタルシミュレーション
における視点選好の個人差である。例えば、Hartung et al. (2017) は、個人の好みによって取
得されやすい視点が異なることを示しており、Brunyé et al. (2016)は、共感的没入傾向
（empathic engagement）の個人差が、取得されやすい視点と関係していることを、Brunyé et 
al. (2009) や Sato & Bergen (2013) と同様のパラダイムによる実験によって示している。この
ように、言語理解中のメンタルシミュレーションにおける視点選好に関して、個人差要因の大き
さが指摘されているものの、その影響を検討した先行研究はきわめて限られていた。 
 
２．研究の目的 
 以上のような背景から、本研究課題では、言語理解中のメンタルシミュレーションにおける視
点選好と関連する個人差要因を特定することを目的とした。研究開始当初は、発達段階、背景文
化、母語といった要因に着目したが、新型コロナウイルスによる対面での実験実施の制限なども
あり、研究期間前半においては、着目する個人間要因の幅を広げ、自己主体感（sense of agency）
や共感性といった心的特性の個人差が視点選好に及ぼす影響を明らかにすることを目的とする
実験を実施した。対面での実験実施制限が比較的緩やかになった研究期間後半においては、特に
発達段階による視点選好の変化を明らかにすることを足がかりとして、言語理解中のメンタル
シミュレーションの発達変化モデルを提案できる可能性を重要視し、児童と成人の間の視点選
好の違いを明らかにすることを目的とする実験を複数実施した。 
 
３．研究の方法 
 心理言語学的な実験手法を用いた。具体的には、Brunyé et al. (2009, 2016) や Sato & Bergen 
(2013) と同様に、実験参加者に「今りんごを切っているところです。」などの行為事象に関する
文を読んで（または聴いて）もらい、その後に行為者視点（図 1a）または観察者視点（図 1b）
から行為事象を描写した画像（写真や絵）を呈示するもので、参加者には、呈示された画像に対
して、先に呈示された文の内容と一致しているかどうかを判断し、キー押し反応を行わせた。分
析指標は、文と画像の一致判断（キー押し反応）にかかる反応時間であり、例えば行為者視点の
画像（図 1a）が呈示されたときよりも、観察者視点の画像（図 1b）が呈示されたときの方が反
応時間が短ければ、参加者は文の理解に際して観察者視点からのメンタルシミュレーションを
行っていたものと判断された。実験には主として、このような文-画像一致課題を用い、目的や
対象者（参加者が児童の場合）に応じて課題内容を調整した。 
 加えて、心的特性の個人差の影響に着目した実験においては、信頼性・妥当性が十分に確かめ
られた心理尺度を選定し、検討の目的とする特性の測定に用いた。測定された心的特性の個人差
は、文-画像一致課題における反応時間を従属変数とする回帰分析（線形混合モデル分析）にお
いて説明変数として用いることで、当該特性が言語理解中のメンタルシミュレーションにおけ
る視点選好にどのような影響を与えているかについて検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 自己主体感と視点選好との関連について 

(a) 行為者視点のイメージ

(b) 観察者視点のイメージ

図1



 本研究の第一の成果として、自己主体感の
安定性の個人差が、文理解時のメンタルシミ
ュレーションにおける視点取得に与える影
響を明らかにした点が挙げられる。自己主体
感とは、「自身の行為（action）と、それによ
って起こる結果を自分自身がコントロール
しているという感覚（Haggard, 2017; 
Moore, 2016）」である。関連する実験では、
成人（大学生）を対象として、上述の文-画像
一致課題を用いた。自己主体感の測定尺度と
しては、Sense of Agency Scale（SOAS：浅
井他, 2009）を用いた。実験の結果として、
SOAS によって測定される自己主体感の安
定性が比較的高い個人は、「りんごを切っているところです。」のような主語省略文を理解する際
に観察者視点からメンタルシミュレーションを行いやすいのに対して、主体感の安定性が低い
個人は行為者・観察者いずれの視点への選好も示さないことが明らかとなった（図 2）。 
 また、上記の実験に関連して、図 3のような他動詞行為事象絵を先に呈示し、その後能動態動
詞（蹴る）もしくは受動態動詞（蹴られる）との一致判断を求める画像-動詞一致課題を用いた
実験も実施した。この実験でも自己主体感の個人差を測定したが、質問紙尺度ではなく、
intentional binding taskと呼ばれる課題（Haggard, 2017）によって無意識的に測定した。そ
の結果、自己主体感の個人差は、言語理解時だけでなく、事象を言語的に解釈する際の視点（行
為者／被行為者）の選択にも影響を及ぼすことが示された。具体的には、自己主体感が高い個人
は行為者の視点を強く好む一方、自己主体感の低い個人はそれほど強い行為者視点選好は示さ
ないことが明らかとなった（図 4）。 
 

 
(2) 共感性と視点選好との関連性について 
 第二の成果として、共感性の個人差が文理解時のメンタルシミュレーションにおける視点取
得に与える影響を明らかにした点が挙げられる。一般に、共感性は感情的共感性と認知的共感性
の 2つの次元から捉えられることが多く（Rogers et al., 2007）、したがって関連する実験では、
共感性の感情面と認知面を分けて測定できる対人反応性指標（Davis, 1980, 1983）の日本語版
（日道他, 2017）を用いた。対象は成人（大学生）であり、文-画像一致課題においては、「あな
たは／山田さんは、アップルパイを作っています。」のような文脈文に続けて「ちょうど今、り
んごを切っているところです。」
のような主語省略文を呈示し、
その後行為者／観察者視点の画
像を呈示した。結果として、対人
反応性指標のうち、認知的共感
性を測定するとされる「視点取
得」下位尺度のみに視点選好へ
の影響がみられ、認知的共感性
が高い個人は文脈文の主語（あ
なた／山田さん）に応じて異な
る視点を選好する（あなた＝行
為者視点、人名＝観察者視点）一
方、認知的共感性が比較的低い
個人は、そのような文脈情報を
利用した視点選択は行わないこ
とが明らかとなった（図 5）。 
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(3) 発達段階と視点選好との関連性について 
第三の成果として、文理解時のメンタルシミュレーシ
ョンにおける視点選好が発達段階によって異なること
を明らかにした点が挙げられる。関連する実験ではま
ず、6.8 歳〜10.3歳の児童を対象に、文理解後の画像選
択課題を実施した。課題では、2文からなる文脈文に続
けて、「〇〇はいま、にんじんを切っているところです。」
のような主語付きの行為文を読み聞かせた。「〇〇」に
は、「〜〜ちゃん／〜〜君」のように参加児の実際の名前
（二人称主語条件）もしくは「ネコさん」などの動物の
名前（三人称主語条件）とした。その後、図 6のように、
行為文を行為者視点・観察者視点それぞれから正しく描
写した絵を含む 4枚の絵を呈示し、文内容と一致するも
のを 1枚選択させた。その結果、行為者視点の絵の選択
率は、二人称主語条件で 73.9（SD = 21.4）%、三人称
主語条件で 71.7（SD = 21.3）%であり、この結果から、対象とした年齢帯の児童は、1)行為者
視点からの文内容のメンタルシミュレーションを行いやすいこと、2)文中の主語によって異なる
視点の選択は行わないことが示された。このような傾向は、先行研究（Brunyé et al., 2009; Sato 
& Bergen, 2013）や、本研究の大学生対象の実験においてみられた成人における視点選好の傾
向とは明らかに異なっており、言語理解中のメンタルシミュレーションにおける視点選択の様
式は、幼児・児童から成人期にかけて発達的変化を遂げている可能性が示唆された。 
 児童を対象とした研究としてはさらに、成人対象の実験同様に、文-画像一致課題を用いた反
応時間計測実験も実施した。対象児の年
齢は 7.2 歳〜9.8 歳であった。画像刺激
は図 6のような絵を用い、成人対象に同
様の手続きによる予備実験も実施した。
結果として、参加児全体では、成人同様
に画像の視点による反応時間の差はみ
られなかったが、性別を分けて見ると、
男児は行為者視点を好む一方で、女児は
観察者視点を好む傾向が確認された（図
7）。ただし、この実験は参加者数が合計
24名とまだ少なく、結果から明確な結論
を下すのは妥当ではないと考えられる。
そのため、同実験については今後も継続
してデータ収集を行う予定である。 
 
(4) まとめと今後の展望 
 以上の通り、言語理解中のメンタルシミュレーションにおける視点取得の選好性に関して、自
己主体感・認知的共感性といった心的特性と関連する個人差がみられること、および、児童期と
成人期では様相が異なることを実証的に示すことができたことが本研究の主な成果であった。
このうち、特に後者の成果に関連して、子ども（幼児・児童）を対象とした言語理解中のメンタ
ルシミュレーションに関する研究は近年になって増えつつあるが（e.g., Hauf et al., 2020; Xu & 
Liu, 2022）、知見の蓄積が十分であるとは言えず、また、主に子どもが成人と同様にメンタルシ
ミュレーションを行なっていることを示すにとどまっている。そのような動向の中、メンタルシ
ミュレーションの視点取得という側面に焦点を当て、その様相の発達的変化を捉えた点に本研
究のインパクトが認められると考えている。 
 今後の展望としては、上記の通りインパクトの強い成果が得られたメンタルシミュレーショ
ンの発達的側面に焦点を当て、その過程をより詳細に明らかにするための研究を計画している。
具体的には、言語理解中のメンタルシミュレーションに関して、視点取得も含む幅広い側面を検
討の対象とし、現段階で不足している幼児・児童対象の実験データを体系的に収集する。その上
で、幼児・児童と成人の間のメンタルシミュレーションの類似性と相違性を整理し、最終的には
言語理解中のメンタルシミュレーションに関する発達過程のモデル化をめざす中長期的な研究
を構想しており、現在すでにそのための新たな科研費を獲得し実行に着手している。 
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